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未来の地球を守るんだ



　湘南桜ヶ丘幼稚園の園児たちが手に付いた泥を落としています。最初にバケツの水、次に水道を使うのは余計に水を使わないようにするためです。地球の資源は限られています。動物や自然が共存する美しい地球のために、できることを考えてみませんか。





[image: 環境のためにできること]



　専門家たちによる報告書では、地球の平均気温は明治13年～平成24年の133年間に0.85度上昇したと報告されています。今世紀末には、世界の平均気温は0.3～4.8度、海面水位は0.26～0.82メートル上昇するとも言われています。このような事態を防ぐために、市内の学校や家庭では、「わかば環境ISO」や「ひらつかCO₂CO₂（コツコツ）プラン」などの活動をしています。

問：環境政策課　電話：0463-21-9762




園児を支える保護者の取り組み


　「飛行機作ってるんだ」　にぎやかに響く園児たちの声。使わないチラシなどを使って折り紙をしています。

　私立湘南桜ヶ丘幼稚園（桜ケ丘9-17）では自由遊びの時間に、保護者から集めた牛乳パックや段ボールなどの廃材で園児たちが乗り物などを作ります。秋には作った作品を展示。作品を見た保護者は「また使ってほしい」と廃材を集めて持って来てくれるそうです。また、年2回、エコ活動の内容をまとめた情報紙「さくらがおかECOキッズ」を保護者に配っています。森田渚（なぎさ）先生は「保護者も、園児の作品や配布物を通して、資材の再利用の意識が強くなっているのではないでしょうか」と話します。保護者が参加する行事には、マイ箸・マイ皿などの持参も呼び掛けています。

　「もったいないという意識は誰でも少しは持っています。わかば環境ISO（後記）に参加して、さらに意識して節約に取り組むことができました」と話す森田先生。職員にもエコへの意識が浸透していると言います。物を処分するときには、まだ使えるのかを一つ一つ確認しています。


[image: チラシで折り紙]

チラシで折り紙をする





育まれる環境への意識

　園では、わかば環境ISOの取り組みの一環として、絵本「もったいないばあさん」を読み聞かせています。絵本に出てくるおばあさんは、「もったいない」と言って物を大切にします。森田先生は「園児がお弁当にご飯粒が残っているのを見て『もったいないばあさんが出るよ』と言っていたんです」と笑顔を見せます。園児にも食べ物を大切にする気持ちが芽生えています。

　ほかにも、トイレや水道にイラストを使って節水を促しています。夏には、冷房を使い過ぎないように、肌着の上にスモックを着る「はだかんぼうスモック」を実施しています。「年長の子どもたちは『今日は暑いからはだかんぼうスモックにする』と自分たちから言っていました」と笑顔を見せます。

　久保田光蔵理事長は「園児のために地区の環境を良くしたいとの思いでした」と当時を振り返ります。湘南桜ヶ丘幼稚園は平成20年に、市内の私立幼稚園として初めて、わかば環境ISOに参加しました。

　久保田理事長は、以前読んだ本「ハチドリのひとしずく」に共感を受けたと言います。地球環境をテーマとした本で、南米のアンデス地方に伝わる世界一小さな鳥のハチドリの話を紹介しています。

　本の中では森が燃え、生き物たちが我れ先に逃げている中で、1羽のハチドリが行ったり来たりして、水のしずくを1滴ずつ運ぶという話です。「ハチドリは小さな体で大きな火を消そうとしました。私たち人間の環境問題も同じです。ハチドリのように私たちも、一人一人ができることに取り組むことが大切なんです」と力を込めます。


[image: 絵本読み聴かせ]

じっと絵本を見つめて聞き入る園児たち



資源を再利用。ごみを削減


　大住中学校（城所649）では平成15年度からわかば環境ISOに参加し、ごみの削減などに取り組んでいます。

　「お掃除がんばろう週間」を設けたり、年3回の「クリーン作戦」をしたりして、日ごろの掃除では行き届かない場所をきれいにしています。

　また、印刷済みの紙は、裏が使えるものと使えないものに分別して、裏面が使える紙はメモ用紙などに再利用しています。裏面が使えない紙や不要なチラシなどはリサイクルへ回します。資源ごみが500グラムたまると模造紙で作った木に花を一つ咲かせる活動をしています（次写真）。わかば環境ISOを担当する八田良江先生は「資源ごみの量が目に見えて分かり、生徒たちも楽しく分別・収集しています」と話します。


[image: PTAの学校訪問]

PTAが学校を回り、取り組みを評価



[image: 資源ごみ計量]

使える資源ごみを分けて計量する




受け継がれる活動

　今年2月には、わかば環境ISOの取組評価がありました。評価をするPTAは、現場や環境委員会の活動などを見て、生徒たちの意識の高さに驚いていました。

　わかば環境ISOの取り組みの中心となるのは環境委員です。「環境委員は人気が高くて、立候補する生徒が多いんですよ」と話す八田先生。月1回の委員会活動では、各クラスの委員が集まり、資源ごみの仕分け・計量や取り組みの反省をします。

　委員会では、平成26年度の活動を振り返って「節電・節水の意識が高まった」「クリーン作戦に多くの生徒が参加してくれて良かった」などの意見が1・2年生から出ました。「ごみの分別などの意識を高めて、今後もきれいな大住中学校を守ってほしい」と委員として最後の活動になる3年生からエールが送られると、下級生は大きくうなずき、気を引き締めていました。大住中の伝統はこれからも受け継がれていきます。




[image: わかば環境ISOってなに？]


　幼稚園や小・中学校で、環境に優しい活動を通して、子どもたちの環境意識を高めることを目的に、平成14年に始めました。幼稚園から中学校までに継続して活動に取り組むことで、環境意識を育みます。

　現在は、市内の市立幼稚園全5園、私立幼稚園5園、市立小・中学校全43校の計53カ所が取り組みに参加しています。

　省資源や省エネ、ごみの減量化などの共通のメニューと各園や学校独自のメニューをPTAなどの第三者に評価してもらい、取り組んでいる内容を市ウェブで紹介しています。




コツコツ地道に大切に


　「娘がCO₂CO₂プラン（後記）を始めたのがきっかけで、私も始めました」と南原に住む秋元直美さんは当時を振り返ります。現在、高校生の長女が小学校1年生のときに、学校でもらってきたCO₂CO₂プラン取組報告書。秋元さんは子どもたちと一緒に節電や節水に取り組み、現在も続けています。「プランの内容は取り組みやすいものだと思います。節約金額やCO₂削減量などが一目で分かるので、いいですね」とやりがいを感じています。




毎日の家事の中でも節約

　仕事をしながらも、2児の母として家事をこなす秋元さん。炊飯器はご飯が炊きあがったら、すぐにプラグを抜きます。「食べるときは電子レンジで温めて、保温のための余計な電力は使わないようにしています」と話します。野菜の下ごしらえは、お湯を使ってゆでるのではなく、シリコン素材のスチーマーを使って電子レンジで蒸します。ガスよりも電子レンジを使うことでCO₂排出量も減り、光熱費なども節約できます。毎日、家族に料理を作る中でも、節電への取り組みを心掛けています。

　秋元さんの家では、外の温かい空気が入らないように、雨戸を開ける時間を遅くしています。夏場に冷房を使うときは、温度を28度に設定し、扇風機も使って冷気が循環するようにしています。「生ぬるい空気でも風があることで、涼しさを感じることができますよ」と話します。　節水の取り組みも徹底する秋元さん。食事をした後は、皿をアクリル製の毛糸で作ったたわしで洗い、洗剤の使用量を少なくしています。「油汚れがひどいものは洗う前にキッチンペーパーを使って汚れを落とします。洗剤を多く使うと必然的に水の使用量も多くなりますから」と話します。


[image: 電子レンジで野菜を蒸す秋元さん]

電子レンジで野菜を蒸す秋元さん




感謝を込めて

　秋元さんの取り組みは、家族にも浸透し、子どもたちも電気を小まめに消すようになったと話します。「電気や水道などは私たちの生活になくてはならないものです。生きていくために必要なものと考えると、大切に使おうという考えが芽生えてくると思います」と話す秋元さん。電気や水道を使わせてもらっているという思いを日々持っています。




[image: 始めませんかひらつかCO₂CO₂プラン]



　地球温暖化の原因の一つ、CO₂を減らすための行動プランとして、平成17年から市で実施しています。

　エアコンを決められた温度に設定したり、マイバッグを使ったりするなど、小・中学生、一般家庭など、それぞれで決められた項目の中から選んで、取り組みます。一般家庭は1世帯当たりで年間CO₂削減量が129キログラム以上になるようにメニューを選んで取り組みます。　平成26年度は市内の小学生5,324人、中学生2,873人、一般の家庭や企業などから1,548人が参加しました。





CO₂削減の第一歩に

　地球温暖化の主な原因は、CO₂の排出にあります。火力発電をしたり、水道を使ったりすることで、排出されます。環境政策課の清水優司課長代理は「空気中のCO₂の濃度は確実に高くなってきています。一度壊れた環境を元に戻すには長い時間がかかります。手遅れになる前に、一人一人ができることをして、CO₂の排出量を減らさなければなりません」と力を込めます。

　平成17～26年度の10年間で、CO₂CO₂プランで削減されたCO₂は、約3,22トンです。1年間でCO₂を14キログラム吸収すると言われる杉の木に換算すると、約23万本です。原油のドラム缶では、約6,152個になります。

[image: CO₂削減グラフ]

　清水課長代理は「CO₂CO₂プランは一般の方でも取り組みやすい項目を考えています。取り組んだ項目に丸を付けるだけなので、市民の方からは気軽に取り組めるとの声がありました」と話します。

　CO₂は車やエアコン、テレビなど私たちの便利な暮らしから出ています。「節電や節水をして生活を質素にするわけではありません。テレビや照明のつけっぱなしなど無駄を省いていくことで、限られたエネルギーを有効に使っていくことが大切です」と語ります。





[image: 子どもたちが住みよい未来に]


　ごみ減量化推進員会は生ごみの減量化などを目的に活動を進めています。各自治会から選出され、現在は約250人の委員がいます。

　同会は毎年、CO₂CO₂プランに団体で参加しています。企業や団体の中では報告書の回答率は一番です。

　「環境に携わっている団体なので、100パーセントの回答率を目指したいです」と力を込めるのは、梶山富子会長。

　梶山会長の住む山下地区では会員が小学校を訪れて、環境問題を考える教室を開いています。環境のクイズを出したり、牛乳パックをリサイクルしたりして、環境を考える機会を提供しています。

　「私たちだけの問題ではなく、子どもや孫の世代の環境を良くしていかなければなりません。身近なところから取り組み、一人一人の意識を高めていくことが大切なんです」と語ります。


[image: ごみ減量化推進員会 梶山富子会長]





体験から考え始めた省エネ


　横内小学校（横内2687）5年生の鈴木亜武（あむ）君は小学校入学と同時にCO₂CO₂プランを始めました。初めは夏休みの宿題として取り組み始めた省エネに、今では毎日気を付けるようになったと言います。

　春休みや夏休みなど長い休みに、亜武君は友達と四之宮のリサイクルプラザや寒川町の浄水場の見学に行っています。「浄水場を見に行ったとき、みんなが使っている水が多くて驚いた。たくさんの水を見て、使う水を減らそうと思った」。歯みがきをするときはコップに水をためて、無駄な水を使わないように気を付けています。

　鈴木さん宅は、一昨年に一戸建てを購入した際に、太陽光パネルを設置しました。太陽光パネルは、モニターで消費電力や発電量を確認できます。亜武君と妹の結和（ゆあ）ちゃんは、こまめに消費電力を確認しては「電気を使いすぎてるよ」と両親に節電を促しています。


[image: エコバックで買い物をする亜武君と結和ちゃん]

エコバックで買い物をする亜武君と結和ちゃん



自然や動物を大切にする

　「地球の木が減らされて動物も減っているから心配」と話す亜武君。夏休みに訪れる埼玉県の祖父母宅の近くは、生き物や自然が減っていると言います。「川の魚がいなくなったり、水が減っていたりしているから、最近は釣りができなくなっちゃった」と寂しげに話します。

　自身の体験から、CO₂CO₂プランの取り組みとして、動物やエネルギーを調べました。調べたことを作文にして、環境を大切にする気持ちが強くなったと言います。「大好きな携帯ゲーム機も使っていないときは電源を消すように気をつけている」と話します。「これからは、早寝早起きをして、無駄に電気を使わないよう頑張る」と元気良く話します。





CO₂CO₂プラン参加者募集


　取組報告書にあるメニューに沿って省エネに取り組みませんか。取り組んだ方の中から抽選で、平塚産の農産物や湘南ひらつか名産品、湘南ひらつかふれあいマーケットのお買い物券を差し上げます。実施期間は5月15日（金）～9月30日（水）です。

　家庭編の取組報告書は市ウェブや公民館などにあります。小・中学生編は、7月初旬に各学校に配ります。取り組んだ児童生徒には記念品を差し上げます。

募：環境政策課　電話：0463-21-9762








応募方法



■募：応募方法（応募が必要です）　問：問い合わせ


■必要事項とある場合、郵便番号・住所・氏名（ふりがな）・電話番号をご記入ください。


■市役所への郵便物は、〒254-8686平塚市役所○○課で届きます。


■募集開始日の記載がない場合、5月18日（月）午前8時30分から受け付けます。


■メールの応募の場合　@以下にcity.hiratsuka.kanagawa.jpを付けてください。



[image: 記入例と市役所へのマップ]





募集


応募方法の詳細は「応募方法」ページへ


平塚市展の出品作品


　6月28日（日）～7月12日（日）に美術館で展示します。

　中学生を除く15歳以上の方。1点（写真は2点まで）につき3000円、1点増すごとに1000円。未発表の作品に限ります。

書道　半紙大以上2尺×8尺以内、横物6尺×2尺以内。額装または軸装仕立て。ガラス表装不可。題名と釈文を添付。1人2点まで。

工芸　2メートル×2メートル以内。20キログラム以内。額・壁掛けなどすぐに展示できる表装。展示に必要な道具は応募者が搬入時に持ち込みます。1人3点まで。

絵画・彫刻　絵画は20～100号。彫刻は1立方メートル以内。すぐに展示できる額・仮額・掛け軸など。ガラス表装不可。1人2点まで。

写真　半切以上。パネル張りまたは額装。組み写真は3枚以内。肖像権などに関わる作品は、被写体の了承が必要です。1人何点でも。

募：豊原分庁舎1号館3階の社会教育課　電話：0463-35-8123や公民館などにある応募申込書・作品預かり証に応募料を添えて、作品を直接、6月21日（日）午前10時～正午（工芸は午前11時～正午）に、美術館へ。





市営住宅の入居者


　入居予定日は9月1日（火）。抽選。次の条件を全て満たす方①20歳以上または既婚②夫婦や親子主体の家族③市内に1年以上在住④収入が基準以内⑤住宅困窮理由が市の条件に合う⑥市税などの滞納がない⑦申込者または同居しようとする親族が暴力団員ではない。単身者は②を除きます。

　次の世帯は優遇しますⒶ母子・父子Ⓑ老人Ⓒ障がい者Ⓓ原子爆弾被ばく者。

募：5月15日（金）～29日（金）に本館1階案内窓口や公民館などで配る申込書を、郵送で、29日までに、〒254-0042明石町7-10東急コミュニティー平塚市営住宅サービスセンター　電話：0463-74-4005へ。




馬入水辺の楽校（がっこう）　やぎ島探検ツアー


　相模川にある「やぎ島」で、生き物の観察などをします。

　6月13日（土）午前9時30分～午後0時30分。雨天の場合は14日（日）に延期。馬入水辺の楽校風車前に集合。小学生以上の方30人（抽選・小学生は保護者同伴）。1人1000円。

募：必要事項・年齢を、往復はがきで、5月31日（日）までに、みどり公園・水辺課　電話：0463-21-9852へ。




中央公民館　市民大学講座


　「ウエディング・プランナーに学ぶおもてなしの心　豊かな人生のためのエッセンス」がテーマの連続講座です。

　6月17日～7月22日の水・木曜日、全7回、午後7時～8時30分。中央公民館。高校生を除く18歳以上の方40人（抽選、市民・初めての方を優先）。300円。希望回だけの参加もできます。

募：講座名・必要事項（希望回だけ参加の方は希望回も）を、はがき（1人1枚）または直接、6月2日（火）までに、〒254-0047追分1-20中央公民館　電話：0463-34-2111へ。




環境市民講座


　環境に関する、さまざまな分野の知識が学べます。

　6月21日・28日の日曜日、全2回、午前9時45分～午後3時20分。市民活動センター。市内在住・在勤・在学の方20人（先着順）。

募：必要事項を、電話・ファクス・メールで、環境政策課　電話：0463-21-976221-9603　メール：kankyo-s-event@へ。




里山体験ワークショップ


　6月13日（土）午後1時～5時。吉沢公民館（上吉沢395）。①ハイキング（生き物探し）②樹名板の作成・設置③散策路の整備。100人（先着順・小学生以下は保護者同伴）。帽子・タオル・保険証の写し・雨具。300円。汚れてもよい服装・靴でお越しください。

募：必要事項・年齢・希望する活動を、電話・ファクスで、湘南ひらつか・ゆるぎ地区活性化に向けた協議会　電話：0463-58-4179　FAX：58-4326へ。




美術館ワークショップ


　カササギの形の七夕飾りを作って、飾り付けます。

　6月20日（土）・27日（土）、全2回、午後1時30分～4時30分。美術館。小学生以上の方15人（抽選）。500円。

募：講座名・開催日時・必要事項・年齢・ファクス番号・メールアドレスを、はがき・ファクス・メールで、5月14日（木）～6月4日（木）に、〒254-0073西八幡1-3-3美術館　電話：0463-35-2111　FAX：35-2741　メール：art-muse@へ。メールの場合は件名を「ワークショップ応募」に。





スポーツナビの登録団体


　登録をすると、団体専用ページでイベントの紹介などができます。

　市内で活動するスポーツ団体100団体（先着順）。

募：ひらつかスポーツナビウェブなどにある利用申請書に必要書類を添えて、郵送または直接、6月1日（月）から、〒254-0074大原1-1バッティングパレス相石スタジアムひらつか内のスポーツ課　電話：0463-31-3060へ。




ボランティア養成講習


　絵本の読み語りを学びます。　6月12日～26日の金曜日、全3回、午前10時～正午（12日は午前11時20分まで）。青少年会館。市内在住で全ての日程に参加できる方30人（抽選・初めての方を優先）。

募：教室名・必要事項・参加経験の有無を、はがき・ファクス・メールまたは直接、6月2日（火）までに、青少年課　電話：0463-32-7029　FAX：31-1441　メール：seishonen@へ。




花育ボランティア説明会


　市内の保育園やイベントで、平塚産の花の普及活動をしませんか。6月4日（木）午前11時。市民活動センター。

募：電話で、農水産課　電話：0463-35-8103へ。




再生家具を提供します


　粗大ごみから再生可能な家具を修理・再生して、提供します。50個程度（抽選）。1人1点。修理費用程度を負担。

募：6月1日（月）～8日（月）、午前9時～午後4時（8日は正午まで）に、四之宮7-3-5のリサイクルプラザ　電話：0463-51-5301で現物を確認して、申込書を直接、同プラザへ。




少年野球大会の出場チーム


　7月24日（金）～8月2日（日）。大神スポーツ広場（大神3450）・バッティングパレス相石スタジアムひらつか。

　①小学生学童の部②小学生ジュニアの部（1～4年生）③中学生の部。市内の各学校通学区域内に在住・在学の小・中学生。1チーム5000円。

募：市ウェブにある申込書を6月5日（金）までに、選手登録書・選手登録小票・集合写真を、11日（木）までに、メールで、スポーツ課　電話：0463-31-3060　メール：sports@へ。




講演　持続可能な消費を授業に取り入れるには


　6月9日（火）午後3時～5時。教育会館。80人（先着順）。1歳以上の未就学児の保育も4人まであります。

募：講座名・氏名・電話番号・保育希望の有無を、電話・メールで、5月25日（月）から、市民情報・相談課　電話：0463-20-5775　メール：jousou@へ。




父の日特製カレーを作ろう


　記念写真も撮ります。

　6月21日（日）午前10時～午後1時。中央公民館。市内在住の小学校3～6年生と男性保護者12組（抽選・保護者1人につき子ども2人まで）。エプロン・三角巾・タオル・布巾。1人30円。

募：全員の必要事項（子どもは学年も）を、はがき・メールまたは直接、5月15日（金）～31日（日）に、〒254-0047追分1-20中央公民館　電話：0463-34-2111　メール：chuo-k@へ。


[image: 父の日カレー]

愛情を込めて作りましょう


普通救命講習会


　毎月9日、午前9時～正午。消防庁舎2階屋内訓練室など。市内在住・在勤の方、各月24人（先着順）。

募：電話で、消防救急課　電話：0463-21-9729へ。




囲碁を楽しもう


①イブニング囲碁入門教室　6月16日～9月22日の火曜日、全12回、午後6時30分～8時30分。市民センター。日程の6割以上参加できる囲碁を全く知らない方ら20人（先着順）。5000円、高校生以下2500円。

②七夕こども囲碁大会　7月4日（土）午前9時45分開始。勤労会館。平塚市・大磯町・二宮町に在住・在学の中学生以下の方。1200円。

③七夕囲碁大会　5日（日）午前9時45分開始。勤労会館。名人戦は四段以上、王座戦は三段以下、織り姫戦は5級以上の女性、級位者戦は級位者。208人（先着順）。2500円、高校生以下1200円。

募：①は電話で②は必要事項・年齢・学校名・学年・段級位・子ども囲碁教室に通っている方は教室名を、はがきで、6月23日（火）までに、③は必要事項・年齢・段級位・種目を、往復はがきで、〒254-0045見附町15-1まちづくり財団文化事業課　電話：0463-32-2237へ。




鶴見区の魅力実感ツアー


　平塚市と同じく、旅行ガイドブック「ことりっぷ」の無料冊子を発行している横浜市鶴見区を自由に散策します。

　6月6日（土）午前10時～午後6時30分。東横イン湘南平塚駅北口Ⅰ（明石町1-1）前集合・解散。アンケートに協力できる方40人（抽選）。

募：必要事項・年齢を、電話・ファクス・メールで、5月22日（金）までに、商業観光課　電話：0463-35-8107　FAX：35-8125　メール：shokan@へ。




16ミリ映写機の操作技術講習会


　6月13日（土）午前9時～午後4時30分。中央図書館。市内在住・在勤・在学の方20人（先着順）。筆記用具・昼食。500円。

募：電話で、5月22日（金）午前9時から、中央図書館　電話：0463-31-0415へ。




八幡山の洋館　春のばらフェスタ


　ばらカフェも午前10時～午後4時に開きます。　旧横浜ゴム平塚製造所記念館。先着順。

ソプラノリサイタル　5月23日（土）午後3時。60人。3000円。

バラの飾り作り　24日（日）午後1時30分～2時30分。20人。500円。

募：必要事項を、電話・ファクスまたは直接、旧横浜ゴム平塚製造所記念館　電話：0463-35-7114へ。




七夕将棋大会と親子将棋教室


　7月4日（ 土）午前10時開始。教育会館。

①七夕将棋大会　A級（三段以上）2500円。B級（初段・二段）・C級（一般）、2000円。織り姫（女性）・子ども（小・中学生）、1500円。当日先着順。

②親子将棋教室　入門と初級のコースがあります。市内在住の小学生と保護者50人（先着順）。

募：②は子どもと保護者の必要事項・学校名・学年・希望コースを、ファクス・メールで、日本将棋連盟平塚支部の佐々木　電話：090-9192-7090　FAX：54-3019　メール：sigeteru@mf.scn-net.ne.jpへ。
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①湘南百番寄席　瀧川鯉昇（たきがわりしょう）・十一代桂文治二人会

7月18日（土）午後5時30分開演。ラスカ平塚6階ラスカホール（宝町1-1）。前売り券2500円、当日券3000円。

②夏川りみコンサート　歌さがしの旅2015

　8月29日（土）午後5時開演。中央公民館。全席指定5000円。3歳未満は入場できません。

　チケットは①5月15日（金）②31日（日）の午前10時から、市民センターの文化事業課　電話：0463-32-2237・山野楽器　電話：0463-27-1930・ヨネザワ楽器　電話：0463-23-7097などで販売します。電話予約は①15日午前10時②6月2日（火）午前8時30分から、文化事業課で受け付けます。

問：まちづくり財団文化事業課　電話：0463-32-2237

[image: 夏川りみ]





友好都市で過ごしませんか



　抽選。いずれか一つの参加です。

①伊豆市ふるさと学級　静岡県伊豆市の小学生と一緒に豊かな自然に触れ合います。

　7月29日（水）・30日（木）。伊豆天城ふるさと広場「ヴィラAMAGI」（伊豆市上船原1120-1）など。市内在学の小学校5・6年生、男女各10人。6,000円。

②少年少女交流キャンプ　岩手県花巻市で、同市の友好都市・青森県十和田市と3市合同でキャンプなどをします。

　8月5日（水）～7日（金）。平塚・花巻交流の森（花巻市金矢5）。市内在学の小学校5・6年生、男女各9人（昨年参加した方は参加できません）。2万円。

③花巻市ホームステイ交流　花巻市の小学生を受け入れて、湘南の夏を一緒に楽しみます。冬には花巻市の小学生の家庭を訪問し、北国の冬を体験します。

　受け入れは7月31日（金）～8月2日（ 日）、訪問は平成28年1月4日（月）～6日（水）。花巻市の小学生の受け入れ・花巻市への訪問ができる家庭の市内在学の小学校5・6年生、男女各3人。1万円。

募：小学校で配る申込書を、郵送で、①②平成27年6月2日（火）③12日（金）までに、〒254-0031平塚市天沼7-8文化・交流課　電話：0463-25-2520 へ。市ウェブからも申し込めます。




市民の代表が決まりました


　任期満了に伴う市長選挙・市議会議員選挙を4月26日に実施しました。

　4月19日に告示し、26日に市内48カ所の投票所で投票を実施、即日開票をしました。
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確実に迅速に開票作業を行いました




落合克宏市長が再選


　現職と新人1人の2人が立候補し、開票の結果、落合克宏市長が再選されました。

　投票率は過去最低となる43.80パーセントでした。男女別では男性43.36パーセント、女性44.23パーセントでした。投票総数は90,587票、有効投票数は87,865票でした。

[image: 得票数1]




市議会28議席決まる


　新人6人を含む31人が立候補し、開票の結果、定数28人（新人3人・現職25人）の新しい顔ぶれが決まりました。

　投票率は前回を下回り、43.80パーセントでした。投票総数は90,584票、有効投票数は89,040票でした

[image: 得票数2]

※案分による小数点以下の票は切り捨てて表示しているため、候補者の得票数の合計と有効投票数は一致しません。

問：選挙管理委員会事務局　電話：0463-21-8795





お知らせ


特設人権相談所を開設


　人権擁護委員に日常の心配事などを相談できます。

　6月2日（火）午後1時～4時（受け付けは3時まで）。本館7階720会議室。

問：人権・男女共同参画課　電話：0463-21-9861




景観パネル展


　6月1日（月）は景観の日です。地域のシンボルとして親しまれている木や景観重要樹木などを紹介します。

　5月25日（月）～29日（金）、午前8時30分～午後5時（25日は午前10時から、29日は午後4時30分まで）。本館1階多目的スペース。

問：まちづくり政策課　電話：0463-21-8781




横浜DeNAベイスターズイースタン・リーグ公式戦


　千葉ロッテマリーンズ戦。

　6月9日（火）・10日（水）、午後6時試合開始。バッティングパレス相石スタジアムひらつか。当日券を試合開始2時間前から販売。大人1000円、小・中学生300円。

　市内の小学生はドリームパスポートを使って無料で観戦できます。

問：総合公園管理事務所　電話：0463-35-2233




湘南ひらつかフラワーシティ


　平塚産の鉢花や花苗などを展示・販売します。

　5月15日（金）～17日（日）、午前9時～午後5時（17日は午後3時まで）。花菜ガーデン（寺田縄496-1）。花菜ガーデン入園料大人880円など。

問：農水産課　電話：0463-35-8103




市民税・県民税の証明書


　平成27年度の課税証明書は、6月1日（月）から発行します。

問：固定資産税課　電話：0463-21-8768




街頭労働相談会


　賃金や労働時間などの相談ができます。

　6月5日（金）正午～午後6時。平塚駅東口改札横。

問：県かながわ労働センター湘南支所　電話：0463-22-2711内線2513




国際交流フェスティバル


　各国料理の模擬店や、野外ステージで音楽・ダンスなどをします。さまざまな国の文化に触れませんか。

　6月7日（日）午前10時～午後3時。小雨決行。総合公園平塚のはらっぱ・野外ステージ。

問：文化・交流課　電話：0463-25-2520
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各国の味や文化が楽しめます


城山ダムの洪水対応演習


　5月29日（金）午前10時～午後3時30分に、相模川周辺の警報所からスピーカー放送やサイレンを流します。放流はありません。

問：城山ダム管理事務所　電話：042-782-2831




不登校・ひきこもり親子の外出支援ゲーム大会


　意見交換もできます。

　5月31日（日）午後2時～4時。市民活動センター。不登校・ひきこもりの当事者と保護者、支援者ら30人（当日先着順）。

問：特定非営利活動法人ぜんしん　電話：0463-23-1177




土沢あおぞら市


　野菜の販売などをします。

　5月30日（土）午前9時～午後2時。土沢多目的広場（上吉沢1689-1）。雨天中止。

問：湘南平塚パークゴルフ協会グループ　電話：0463-23-6640




健康診査を受けましょう



　6月1日（月）～平成28年2月29日（月）。実施医療機関に直接、お申込みください。①②⑤は平成27年5月末に郵送するお知らせをご覧ください。①③④⑤は平成28年3月31日時点の年齢です。市民税非課税世帯の方らは①④⑤の費用を免除します。


①こくほの健診（特定健康診査）　40歳以上の国民健康保険の被保険者。受診券・国民健康保険証。500円。

②後期高齢者健康診査　後期高齢者医療保険の被保険者。健康保険証。

③生活保護受給者らの健康診査　生活保護や、中国残留邦人等および特定配偶者支援給付を受けていて、健康保険に加入していない40歳以上の方。生活保護受給者証。中国残留邦人等および特定配偶者支援給付の受給者は本人確認証。

④肝炎ウイルス検診　40歳以上で肝炎ウイルスの検査を受けたことがない方。健康保険証。1,200円。

⑤成人歯科検診　40・50・60・70歳の方。受診券。1,000円。

問：①は保険年金課　電話：0463-21-8776②～⑤は健康課　電話：0463-55-2111へ。
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　会場は保健センターです。母子健康手帳をお持ちください。詳細は、市ウェブをご覧ください。

問：健康課　電話：0463-55-2111




◆母親父親教室

★妊娠中の過ごし方、歯の衛生など　20日（土）午後1時30分～3時30分。妊婦とその家族。

★お産の進み方と産後の過ごし方など　12日（金）午後1時30分～3時15分。妊娠8カ月以降の方とその家族。

★赤ちゃんの特徴と育児など。妊婦体験もできます。　26日（金）午後1時30分～3時20分。妊娠8カ月以降の方とその家族。




◆乳児の個別健康診査　実施医療機関へ直接お申し込みください。4カ月児・8～10カ月児。実施医療機関の一覧表は、市ウェブまたは保健センターにあります。




◆歯科健康診査（予約制）　10日（水）午後1時～2時30分。25日（木）午前9時～10時30分。2歳1カ月児～2歳6カ月児。




◆育児相談　3日、10日、17日の水曜日、午前9時30分～10時30分。




◆すくすく子育て教室（予約制）　赤ちゃんの病気と育児、触れ合い遊びの紹介など。ブックスタートも同時開催します。17日（水）午後1時30分～3時。5～6カ月児。




◆歯っぴい　はみがき教室（予約制）　2日（火）午前10時～11時。8～12カ月児。歯みがき準備期編。




◆離乳食教室（予約制）

離乳食の進め方など成長に合わせたコースです。

★5～6カ月児　30日（火）午後1時30分～2時40分。

★7～8カ月児　19日（金）午後1時30分～3時。

★9カ月児～1歳6カ月児　26日（金）午前10時30分～11時30分。






健康と福祉


応募方法の詳細は「応募方法」ページへ


子育て世帯臨時特例給付金


　6月分の児童手当（特例給付は除く）を受給している方。児童1人につき3000円。

　6月初旬に該当する世帯へ児童手当と特例給付金の現況届を兼ねた申請書を郵送します。6月30日（火）までに、必要書類を添えて提出してください。

　公務員の方は5月31日時点に住んでいた市区町村へ申請してください。申請期間は市区町村ごとに異なりますので、詳しくは勤務先へお問い合わせください。

問：こども家庭課　電話：0463-21-9844




くすの木体操


　楽しく体を動かしながら健康づくりをしませんか。

　午後1時30分～3時。飲み物・タオル・バスタオル・室内用運動靴。

講習会　①5月29日（金）。大原公民館（大原1-15）②6月5日（金）。旭南公民館（山下1096-1）。

教室　6月4日（木）。中原公民館（御殿2-17-38）。

問：健康課　電話：0463-55-2111




家族介護教室


　排せつなどの介助のコツを学びます。介護者同士の交流会もあります。

　6月21日（日）午後1時30分～3時。サンレジデンス湘南（田村2-11-5）。30人（先着順・10人に満たない場合は中止）。室内用運動靴・筆記用具。動きやすい服装でお越し下さい。

募：電話で、午前9時～午後5時に、サンレジデンス湘南　電話：0120-510-327へ。




健康チャレンジ学習型教室


　健康に長生きするための学習教室です。運動の方法を学びましょう。　各全7回。市内在住の65歳以上で介護保険の認定を受けていない方。先着順（各会場10人に満たない場合は中止）。タオル・室内用運動履・飲み物。動きやすい服装でお越しください。

　①6月12日～7月24日の金曜日、午前10時～11時30分。城島公民館（小鍋島271-1）。15人②6月18日～7月30日の木曜日、午後1時30分～3時。大神公民館（大神2391-1）。15人③6月11日～7月23日の木曜日、午後2時～4時。土屋公民館（土屋1864-1）。20人。

募：電話で、5月18日（月）から①平日の午前10時～午後5時に、河合楽器製作所カワイ体育教室　電話：045-321-4644②平日の午前9時～午後5時に、訪問医療鍼灸（しんきゅう）マッサージいそざき　電話：0463-35-6257③平日の午前9時～午後5時に、ティー・シー・エス　電話：0463-59-0311へ。




認知症予防教室


　本館3階304会議室。市内在住・在勤の65歳以上の方と家族、各50人（先着順）。

専門医による講座　6月11日（木）午後1時30分～2時30分。筆記用具。

理学療法士による予防のための運動　24日（水）午後1時30分～3時。筆記用具・タオル・飲み物。動きやすい服装でお越しください。

募：電話で、高齢福祉課　電話：0463-21-9621へ。




認知症サポーター養成講座


　知識や対応方法を学び、認知症への理解を深めませんか。講座修了後に、認知症サポーターの証としてオレンジリングを差し上げます。

　6月12日（金）午後1時30分～3時。旭南公民館（山下1096-1）。市内在住・在勤の方40人（先着順）。筆記用具。

募：電話で、高齢者よろず相談センターあさひ　電話：0463-31-4932へ。




たばこと健康展


　午前8時30分～ 午後5時（初日は午前10時から、最終日は午後3時まで）。

　①5月25日（月）～29日（金）。本館1階多目的スペース②6月1日（月）～26日（金）。保健センター。

問：健康課　電話：0463-55-2111






健康ウオーキング


　平塚砂丘を歩きます。

　6月9日（火）午前9時15分～午後0時30分。当日午前7時ごろの横浜の降水確率が50パーセント以上の場合は11日（木）に延期。11日も50パーセント以上の場合は中止。なでしこ公民館（撫子原12-54）集合・解散。約7.5キロメートル。飲み物。タオル・帽子・雨具・お持ちの方は歩数計。

問：健康課　電話：0463-55-2111




歯科健康教室


　生活習慣病と歯周病の関係についての歯科医師の講話や、かむ力のチェックがあります。

　6月21日（日）午前10時30分～正午。保健センター。60人（先着順）。

募：電話で、健康課　電話：0463-55-2111へ。




歯の健康フェスタ


　歯と歯ぐきのチェックや歯みがき指導などをします。

　6月7日（日）午前11時～午後3時。OSC湘南シティ（代官町33-1）。雨天決行。

問：平塚歯科医師会　電話：0463-26-8255








ポピーの摘み取りイベント



　6月6日（土）午前10時～午後3時。雨天中止。馬入・光と風の花づつみ（相模川河川敷）。はさみ・花を持ち帰るための新聞紙など。汚れてもよい服装・靴でお越しください。

問：みどり公園・水辺課　電話：0463-21-9852



[image: ポピーの摘み取りイベント]

色鮮やかなポピーが見ごろを迎えます



お知らせ掲示板



湘南画游（がゆう）水彩画展

　水彩画愛好家15人が描いた作品50点を展示します。

　5月17日（日）まで、午前9時30分～午後4時50分。美術館。

問：湘南画游の本郷　電話：0463-34-7702





風人（かざびと）展

　4人の作家による木彫りやちりめん細工、切り絵などを展示します。

　5月29日（金）～6月6日（土）、午前11時～午後5時（6日は午後4時まで）。元麻布ギャラリー平塚（明石町1-1）。

問：風人の上原　電話：080-5426-1816





YES愛DO！　音楽祭

　平塚ろう学校の和太鼓OB会「鼓舞子（こぶし）」など6団体が出演します。

　5月24日（日）午後0時40分～4時。トッケイセキュリティ平塚総合体育館。

問：平塚なでしこライオンズクラブ　電話：0463-35-6234





洋館サロンコンサート

　ピアノや混声合唱などを披露します。お茶を飲みながらご鑑賞ください。

　5月31日（日）午後2時～4時。旧横浜ゴム平塚製造所記念館。

問：生き生き音楽サークルの芦川　電話：0463-24-7295





平塚フィルハーモニー管弦楽団の定期演奏会

　6月13日（土）午後4時30分開場。中央公民館。1000円。

問：平塚フィルハーモニー管弦楽団　電話：080-3095-3763





平塚ウインドオーケストラの定期演奏会

　6月21日（日）午後1時30分開場。中央公民館。前売り券500円、当日券700円。

問：平塚ウインドオーケストラの渡邉（わたなべ）　電話：080-3099-5929（午後7時～10時）






[image: まちの話題写真リポート]



湘南平の新名所

[image: 動画を見る]

　湘南平展望レストランFlat（ふらつと）が4月23日にオープンしました。

　相模湾と富士山が一望できる店内で、平塚産の食材を活用した料理を提供します。

　訪れた人たちは「景色が良いのでまた来たい」「地産地消の料理がおいしい」など笑顔で感想を話していました。


[image: 湘南平の新名所1]

[image: 湘南平の新名所2]






洋館コンサート

　フルート＆ピアノコンサートが4月15日、旧横浜ゴム平塚製造所記念館でありました。

　フルートソナタなどが演奏され、多くの人が美しい音色に耳を傾けていました。

[image: 洋館コンサート]





春の風物詩

　寺田縄にある花菜（かな）ガーデンで36品種・約6万本のチューリップが4月初旬、見頃を迎えました。色とりどりのチューリップをカメラで撮影する人が後を絶ちませんでした。

　同園では6月14日（日）までローズフェスティバルを行っており、約1,170品種のばらを楽しむことができます。

[image: 春の風物詩]





ららぽーと着工

　日産車体湘南工場第1地区の跡地を活用したまちづくりが進んでいます。

　商業・医療・工業・住宅などの分野からなる複合開発で、商業地区では、4月10日に大型ショッピングセンター「（仮称）ららぽーと平塚」の建設を着工しました。さらに活気あふれる平塚へ、期待が膨らみます。

[image: ららぽーと着工]





手作りの温かさ

　市内の障がい福祉事業所の皆さんの手作り製品や市内の農産物などを販売する春のてんそくが4月16日・17日、市役所本館1階多目的ホールでありました。

　好評のみかんあんぱんや弁当、雑貨などがずらり。17日には、事業所と交流のある湘南ベルマーレの選手のサイン会もありました。

[image: 手作りの温かさ]





美人画の競演

[image: 動画を見る]

　京都市美術館名品展「美人画の100年」が6月7日（日）まで美術館で開かれています。

　上村松園や菊池契月らによる作品62点を展示しています。さまざまな場面の女性の美しさが鮮やかに息づいています。

　市内から訪れた女性は「どの作品も女性のまなざしが印象に残りました」と話していました。

[image: 美人画の競演]






花と緑の祭典

　緑化まつりが4月25日・26日、総合公園でありました。ペットボトルを使ったバスケットづくりなどの体験型イベントを開催。2日間で約4万7,000人が来場しました。

　植木市ではカーネーションやボタンなどを展示・販売しました。訪れた人は「いい香りがする」と新緑の季節を楽しみました。

[image: 花と緑の祭典]





次回納期の市税・手数料



　納付は口座振替が便利です。市内に本支店がある金融機関でお申し込みいただけます。

①固定資産税（第1期）

②軽自動車税（第1期）

③清掃し尿従量手数料（第2期）

　納期最終日　6月1日（月）

問：①②納税課　電話：0463-21-8769③循環